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13/3223 かむとけの 九月の しぐれの降れば躍がねも いまだ来鳴かぬ神奈舗の清
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126 竹~I~ 政資，商 晃央
き御田屋の境内田の池の堤の百足らず斎槻の枝にみづ校さす秋のもみち葉 まき持てる小














































































例 「明日香風(あすか風)J (51) 
併.r香1か(かぐ出に)J (2449)、
③「かうj 例.r香塗流(かう塗れる)J (3828) 
(かくやはしき)J(4169) 































万葉集3223番歌の「日 の解釈について 129 
ような上代語の併がほかにも存主する必要がある。実l土、以下に示すように「ひさぐJという上代語の備
が存在するのである。





































130 竹生政資， jl_q 晃央
ちなみに fひきこす仔|き越すけは現代語ではもっぱら「ひっこす」と促音便で発音されているが、「時
代別国語大辞典上代編」には「ひきこすjという諾が掲載されており([6 ]、 p，605)、平安時代以降にも
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